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概要

★ 創立６０周年記念出版　 第１弾 !!
★ 今日的な重要課題に解決への道筋を示す !!

●新たに創出される判例、そこから展開する新たな理論と実務を詳細に整理・解明した指針書！
●知的財産法一般から、特許法、意匠法、商標法、著作権法、不正競争防止法まで、多岐にわたる論点を網羅・集約！
●近年相次ぐ知的財産権に関連した手続法・実体法の改正に対応！
●実務の最前線で活躍する裁判官、弁護士など、知識・経験豊富な専門家による編集・執筆！
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